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板野町成人式
　１月７日（日）、平成30年板野町成人式が、
文化の館さくらホールで盛大に執り行われ
ました。該当者149名のうち、男性44名、
女性61名の計105名の新成人の方が出席さ
れました。
　振袖やスーツに身を包み会場に集まった
皆さんは、久しぶりに会う友人たちと写真
を撮ったり、思い出話に花を咲かせたり、
久しぶりの再会に笑顔が溢れていました。
　成人として新たなスタートを切るこの日
は、皆さんにとって、忘れられない思い出
になることでしょう。
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●
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　12月６日に日本赤十字社徳島県支部創立
130周年記念大会があわぎんホールにて開催
されました。
　日赤に多額の寄付をした東條佳代子さん

（矢武）他24個人・法人に、名誉副総裁の寛仁
親王妃信子様から日本赤十字社金色有功章が
授与されました。

老人クラブ育成功労者等
厚生労働大臣表彰
おめでとうございます

日本赤十字社金色有功章
おめでとうございます

　昨年10月19日に京都で開催された第46回全国老人クラ
ブ大会において、板野町老人クラブ連合会が「老人クラブ
育成功労者等厚生労働大臣表彰」を受章されました。
　これまでの老人クラブにおける若手部、芸能部、女性
部などの部活動や友愛訪問活動、子ども見守りパトロー
ルなど活発な活動に対し贈られ
たものです。
　「この度の受章は、クラブ会
員をはじめ多くの皆様のご協
力、ご指導の賜物であり、これ
からも健康寿命を延ばし、地域
に貢献できるような活動に取り
組んでまいります。」と話してく
ださいました。

板野町老人クラブ連合会
高原　義人　副会長
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●
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　１月７日（日）、文化の館さくらホールで、平成30年板野町成人式が執り
行われました。
　式典では、玉井町長から、「自分の目標に向かって忍耐と勇気を持って 
突き進み、悔いのない一度しかない人生を心豊かに歩んでください。」と 
式辞があり、来賓の方々からも温かい祝辞をいただきました。
　新成人代表の謝辞では、山田佳奈さんが「若さと行動力で、町の発展の 
ために精一杯努力をして行きたい」と決意を語りました。

　徳島地方法務局と徳島県人権擁護委員連合会が実施した徳島県大会には、
県内74校から、多数の応募があり、審査の結果、入賞者が決定されました。
　そのうち、板野中学校の生徒１名が入賞されました。
　おめでとうございます♪

【優秀特別賞】
　NHK徳島放送局局長賞　ドイル・ジョナサン・崇士さん（板野中３年）

記念品を受け取る井上太智さん

 思い出話に花が咲きます久しぶりに再会した幼なじみと新成人を代表して謝辞を述べる山田佳奈さん

みんなで並んで記念撮影

新成人
149名 １月７日

第37回
「全国中学生人権作文コンテスト」

徳島県大会

おめでとうございます
平成30年板野町成人式
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう  ●

板　　野　　町　　議　　会　　だ　　よ　　り
●平成29年第４回定例会議案及び議決結果一覧表
　提出された議案を審議し､ すべて可決（同意･決定等）しました｡

議案番号 議　　　　案　　　　名
議案第１号 板野町工場立地法地域準則条例の制定について

企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化に関する法律の改正により､ 事業者に�
不利益が生じないよう改正前に同意された計画等の効力を継続させるため､ 本条例の制定を求めるもの｡

議案第２号 板野町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律に基づく
固定資産税の課税免除に関する条例の制定について
地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化に関する法律の改正により､ 事業者に不利益が
生じないよう改正前に同意された計画等の効力を継続させるため､ 本条例の制定を求めるもの｡

議案第３号 板野町税条例の全部改正について
国による税制改正が行われるたびに一部改正を繰り返し行ってきたが､ 本町税条例と国の提示（参考）�
条例との間で条番号のズレが生じ事務が煩雑な状況であるため､ 全部改正とし全体を整理する｡

議案第４号 板野町税条例等の一部を改正する条例の一部改正について
板野町税条例の全部改正を行うことに伴う事項の､ 修正が必要な部分についての一部改正を行うもの｡

議案第５号 板野町重度心身障害者等に対する医療費の助成に関する条例の全部改正について
障がいのある方の思いを大切にし文字の表記（障害者→障がい者）を改め､ 併せてマイナンバー法に伴う箇所
の改正を行うものであるが､ 修正箇所が広範囲となるため､ 全部改正とし全体を整理する｡

議案第６号 平成29年度　板野町一般会計補正予算（第４号）
既定の予算に8,611万2,000円を減額し､ 予算総額を57億592万円とするもの｡

議案第７号 平成29年度　板野町特別会計国民健康保険補正予算（第３号）
既定の予算どおりではあるが､ 一部予算箇所に予備費より充当を行うもの｡

議案第８号 平成29年度　板野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
既定の予算に405万円を追加し､ 予算総額を１億5,930万円とするもの｡

議案第９号 平成29年度　板野町介護保険(保険事業)特別会計補正予算（第２号）
既定の予算に218万9,000円を減額し､ 予算総額を13億9,205万1,000円とするもの｡

議案第10号 平成29年度　板野町介護保険（介護サービス事業）特別会計補正予算（第２号）
既定の予算どおりではあるが､ 一部予算箇所に予備費より充当を行うもの｡

議案第11号 平成29年度　板野町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
既定の予算に701万円を追加し､ 予算総額を３億8,801万円とするもの｡

議案第12号 平成29年度　板野町水道事業会計補正予算（第１号）
既定の人件費予算に22万6,000円を追加し､ 水道事業費予算総額を2億6,417万4,000円とするもの｡

議案第13号 徳島県市町村総合事務組合規約の変更について
徳島県市町村総合事務組合が行う公務災害補償事務等の共同処理の依頼が伴い､ 規約の一部改正を行うもの｡

議案第14号 モーターボート競走施行について
引き続き､ モーターボート競走を行うために議会の議決を求めるもの｡

議案第15号 板野町固定資産評価審査委員会委員の選任に同意を求めることについて
任期満了となる委員の後任委員の選任に議会の同意を求めるもの｡

議案第16号 平成29年度　板野町一般会計補正予算（第５号）
既定の予算に1,337万6,000円を追加し､ 予算総額を57億1,929万6,000円とするもの｡

議案第17号 若い人も高齢者も安心できる年金制度を求める意見書
年金改革法施行に伴い､ 年金制度の施策の措置を求める意見書｡

議案第18号 道路財特法における補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書
地方道路整備を引き続き強力に推進するため､ 現行制度を継続するよう求める意見書｡

※11月27日に平成29年第2回板野町議会臨時会が開催され､ 次の議案を審議し可決されました｡
　｢板野町職員の給与に関する条例の一部改正について｣人事院勧告に伴い町職員の給与及び勤勉手当の改正を行うもの｡
お問い合わせ　板野町議会事務局　☎６７２－５９９１
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診  ●

　この議会だよりは、広報活動について議会議員全員で話し合い、町民の皆様に議会の取組や議会の活動をわかりや
すくお知らせすることを目的として、定例会等を開催した翌月又は翌々月に掲載しています。

板　　野　　町　　議　　会　　だ　　よ　　り

●平成29年第４回定例会一般質問
　12月12日の一般質問における質問者と質問内容は､ 次のとおりです｡

質問順 質　問　者 質　問　事　項 質　問　の　要　旨

１ 水口 昭彦 議員 ⒈ �徳島県公立高等学校の
　 学区制について

①�板野町として線引き廃止の働きかけの状況･現状は､
どうなっているか｡

２ 石田 　実 議員

⒈ 鳥獣対策について

⒉ スポーツ基本法について
⒊ 就学援助について

①鳥獣被害対策はどのように行われているか｡
②�イノシシが人間に被害をおよぼす場合の対策は､�
どのようになっているか｡
①スポーツ基本条例をつくってはどうか｡
①入学準備金の支給を入学前にできないか｡

３ 天羽 生美 議員

⒈ 道の駅について

⒉ 学校給食について

⒊ 下庄にある松木殿について

①�道の駅を立ち上げる意義･目的をどのように考えて
いるか｡
②住民のアイデア等を広く聞く考えはあるか｡
③道の駅を将来､桜の名所にしてはどうか｡
①学校給食に関する課題は前進していると考えるか｡
②�生活習慣病をへらすための食育の長期目標はもって
いるか｡
③栄養教諭の活動はどのように行われているか｡
①�広く関心がもてるように､歴史がわかるような標柱
を設置してはどうか｡

●平成29年第４回定例会並びに会議の開催状況について
　平成29年第４回定例会を平成29年12月４日から13日までの10日間の日程で開催しました。

日　付 会　　議　　名 会　　議　　内　　容
11月24日 議会運営委員会 第４回定例会開催協議

12月４日
本会議

開会､ 会議録署名議員の指名､
会期の決定､ 上程議案等の報告
町長の提案理由の説明

全員協議会 事業内容報告､ その他

12月５日 厚生常任委員協議会 議案審査並びに所管事項調査

12月６日 産業建設常任委員協議会 議案審査並びに所管事項調査

12月７日 総務文教常任委員協議会 議案審査並びに所管事項調査

12月12日
本会議 一般質問（会期日程の変更）

議会運営委員会 追加提出議案協議､ その他

12月13日 本会議 議案審議､ 追加議案審議､ 閉会
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● 守ろう人権　みんなの幸せ  ●

＊＊＊＊＊＊ 板野町子育て相談窓口 ＊＊＊＊＊＊
　板野町では、子どもを安心して産み育てることができるよう、多様な子育て支援事業を実施し、子育ての充実
を図っております。子育てに関することは、下記担当課まで、お問い合わせください。

事　業　名　等 事　業　内　容 担　当　課

妊　　　　　娠 ◦母子手帳の交付
◦妊婦一般健康診査

健康相談室
　☎672－5580

出　　　　　産 ◦出生届（14日以内） 住民課（戸籍係）
　☎672－5985

育児支援（健康支援）
◦乳幼児健康診査
◦予防接種
◦乳児家庭全戸訪問事業
◦養育支援訪問事業

健康相談室
　☎672－5580
福祉保健課
　☎672－5986

育児支援（給付制度）
◦児童手当
◦�子どもはぐくみ医療費助成（０歳～義務教育終了までの児童の

医療費無料）
住民課
　☎672－5984

保　　　　　育

◦保育園：満年齢８カ月より入園可。
◦保育園保育料：無料
◦延長保育（月曜日～金曜日）
　　　　　　16：30 ～ 19：00
◦土曜保育　 7：30 ～ 18：15
　（就労している方で、事前申請必要）

板野保育園
　☎672－2101
板野わかば保育園
　☎672－3500
住民課
　☎672－5984

地域子育て支援センター ◦保育園・幼稚園を利用していない未就学児童が対象。無料。 支援センター
　☎672－7171

保育園の一時保育 ◦町内に居住する１歳６カ月以上の未就学児童が対象。有料。 板野保育園
　☎672－2101

教　　　　　育
◦幼稚園：４月１日現在、満年齢４歳児（大坂分園は３歳児）
　　　　  及び５歳児より入園可。
◦幼稚園授業料：無料

教育委員会
　☎672－0136

幼稚園の預かり保育 ◦月曜日～金曜日　13：00 ～ 18：00
◦長期休暇中　　　 8：00 ～ 18：00

教育委員会
　☎672－0136

児　　童　　館

◦乳幼児から義務教育終了までの児童が対象。
　（ただし、４歳以下は保護者同伴）
◦（開館日等）
　月曜日～金曜日　9：30 ～ 18：15
　第１・第３土曜日・各小学校の代休日・長期休業中
　　　　　　　　　8：30 ～ 18：15

東児童館
　☎672－3651
西児童館
　☎672－6060
南児童館
　☎672－0113
社会福祉協議会
　☎672－0051

放課後子供教室 ◦小学生を対象とした希望参加型の放課後の居場所づくり
◦各小学校にて毎週木曜日実施

教育委員会
　☎672－0136

ファミリーサポート
センター

◦�子育ての援助を受けたい人と援助を行いたい人が会員となり、
保育施設への送迎や外出の際の子どもの預かりなどの子育て家
庭の支援を地域で相互援助する組織。

◦依頼会員：0歳～小学校6年生までの子育ての応援を受けたい人。
◦有料

住民課
　☎672－5984
板野東部ファミリー
サポートセンター
　☎693－3033

病児保育事業
◦�乳幼児又は小学校に就学している児童が病気中や快復期にあ

り、就労等で家庭で看病できないときに一時的に病児保育施設
で預かる事業。

◦有料

住民課
　☎672－5984

ひとり親家庭支援等 ◦児童扶養手当・ひとり親家庭医療費助成
◦特別児童扶養手当

住民課
　☎672－5984

子育て短期支援事業
◦�家庭において子どもを養育することが一時的に困難になった場

合などに養護施設等において、一定期間養育・保護を行う事業。
◦有料

住民課
　☎ 672－5984

要保護児童等 ◦児童虐待
◦要保護児童に関する相談等

住民課
　☎ 672－5984
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう  ●

申し込み・お問い合わせ　板野町教育委員会　☎６７２－０１３６

～ ふるさと巡行バス ～
　「ふるさと巡行バス」の、３月コースのご案
内です。
　３月は、馬酔木の花が見頃になる大坂あせ
び公園へまいります。他にも町の防災施設を
ご覧いただいたり、町内にある県立施設、ス
ポーツ施設にご案内いたします。
　板野町の「いま」と「むかし」を巡る新しい

「ふるさと巡行バス」にぜひご参加ください。
お待ちしております。

運 行 日 時　３月18日（日）
　　　　　　午前10時～午後３時頃
参　加　費　無料
発 着 場 所　役場前
持ってくる物　お弁当、お茶
服　　　装　動きやすい服、運動靴
　　　　　　※�「遍路道の体験」では山道を

15分程度歩きます。
募 集 人 数　20名
申込み締切日　３月２日（金）
※申込み多数の場合は抽選といたします。
※�参加者が10名に達しない場合、運行を中止

することがあります。

　コ ー ス　
◆ コミュニティ消防センター
◆ ３番札所・金泉寺
◆ 備蓄倉庫
◆ 県立総合教育センター
◆ 学校給食センター
◆ 県立埋蔵文化財センター
◆ 大坂口御番所跡
◆ あせび公園（昼食場所）
◆ あせび温泉
◆ 犬伏蔵佐谷瓦経塚
◆ スポーツビレッジ
◆ あすたむらんど
◆ 藍染庵
◆ ４番札所・大日寺
◆ ５番札所・地蔵寺
◆ 遍路道の体験
◆ 愛染院
◆ 振袖地蔵
◆ 岡上神社

よ
っ
と
い
ｄａｙ
!!in

板
野

　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
を
も
っ
と
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
楽
し

く
て
た
め
に
な
る
企
画
と
共

に
フ
ァ
ミ
サ
ポ
説
明
・
登
録

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
エ
ッ
グ
プ
ラ
ン
タ
ー

を
作
ろ
う
」

　
卵
の
中
に
か
わ
い
く
多
肉

植
物
を
飾
り
ま
せ
ん
か
。

日
　
時　
２
月
22
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
12
時

場
　
所　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
２
Ｆ　
大
会
議
室

参
加
費　
無
料

定
　
員　

�
親
子
20
組
、
フ
ァ

ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト�

・
セ
ン
タ
ー
事
業

に
関
心
の
あ
る
方

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

�

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・�

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
９
３
ー
３
０
３
３

　
幼
稚
園
の
午
後
の
預
か
り
保
育

に
従
事
し
ま
す
。
勤
務
日
は
、
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
で
す
。（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

　
勤
務
時
間
は
午
後
一
時
～
午
後

六
時
で
す
。

賃
　
金

　
時
給　
一
，
〇
一
〇
円

採
用
予
定
期
間

　
平
成
三
十
年
四
月
一
日
～

　
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

資
　
格

　

�

保
育
士
の
資
格
又
は
幼
稚
園
教

諭
免
許
状
を
有
す
る
者
。
又
は

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
当
該
資
格
又
は
免
許
を
取

得
す
る
見
込
み
の
者
。

申
込
み
方
法

　

�

市
販
の
履
歴
書（
写
真
貼
付
）を

教
育
委
員
会
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
面
接
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
限

　
平
成
三
十
年
三
月
三
十
日（
金
）

お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
教
育
委
員
会

　
☎
六
七
二
―
〇
一
三
六

板野東部ファミリー・サポート・センター

板
野
町
幼
稚
園

短
時
間

保
育
ア
ル
バ
イ
ト

募　集
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● 守ろう人権　みんなの幸せ  ●

国保財政運営の中心は県が行います。
　国民皆保険制度を将来にわたって守り続けるため、平成30年４月から、これまでの市町村
に加え、都道府県も国民健康保険制度を担うことになりました。

（従来）
　市町村ごとに、医療費（保険支払分）、高額療養費、補装具・整骨療養費のほかに、後期高
齢者支援金、介護納付金を支払い、国・県、社会保険診療報酬支払基金からの交付金を受け、 
差額を国保税として加入被保険者から納入いただき、市町村単独で運営していましたが、 
多くの市町村で歳入不足が発生し、厳しい運営状況となっていました。

（平成30年度から）
　医療費、後期高齢者支援金、介護納付金の支払いは県が行います。また、国・県・社会保
険からの収入も県が管理し、その差額を納付金として各市町村に振り分けを行い、制度が安
定するよう経営の中心を県が担うこととなります。（国から公費1,700億円が投入されます。）

平成30年４月から

国民健康保険制度が変わります

県の会計事務 （県から各市町村へ納付金額を決定）

（標準保険料率が公表されます）

（町の業務）

窓口業務は今までどおり、町が  
　行います。

 標準保険料率を考慮し、
国保税率を決定 

 (歳入)（歳出）

市町村からの
納付金

お問い合わせ　役場住民課　☎６７２－５９８４
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診  ●

　ご予約の受付は、ご相談希望日の１ヶ月前から前日まで！
　予約状況によっては、ご希望日・ご希望時間帯のご予約をお受けできない場合も
ありますので、早めのご予約をお願いします。

ご予約いただくと・・・
　①お客様のご都合にあわせて、スムーズに相談できます！
　②相談内容にあったスタッフが事前に準備のうえ、丁寧に対応します！
　③予約相談の実施時間帯　8：30〜18：00（月曜日）／8：30〜16：00（火〜金曜日）／9：30〜15：00（第2土曜日）
　　※月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に18：00まで予約相談をお受けします。

［予約ダイヤル］　ご予約、お問い合わせは、ねんきんダイヤルもしくは徳島北年金事務所までお気軽に。
　　　　　　　　ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165　　徳島北年金事務所　☎655-0200

年金事務所での年金相談は予約制が便利!

　
高
齢
者
の
方
が
、
い
つ
ま
で
も

元
気
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
毎
日

の
健
康
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
丈

夫
な
足
腰
を
維
持
し
自
由
に
動
き

続
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
全
身
の
健

康
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。「
立

つ
」「
歩
く
」な
ど
の
動
作
が
、
い

つ
ま
で
も
で
き
る
よ
う
に
、
日
々

の
生
活
の
中
で
で
き
る
、
体
に
負

担
を
か
け
な
い
正
し
い
体
の
使
い

方
を
学
ぶ
機
会
を
作
り
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
程
・
場
所

　
二
月
十
六
日(

金)

　
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
二
月
二
十
日(

火)

　
　
町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
二
月
二
十
三
日(

金)

　
　
南
公
民
館

時　
間

　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
　
午
後
二
時
三
十
分

お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
六
七
二
―
一
〇
二
六

　
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
が
、
所
得
税
、

町
県
民
税
の
申
告
の
際
に
、
障
害
者
控
除

を
受
け
ら
れ
る「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者

　
障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の

12
月
31
日
現
在（
対
象
年
中
に
死
亡
さ
れ

た
場
合
は
、
死
亡
日
現
在
）、
次
の
①
、

②
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

①�

65
歳
以
上
の
方
で
、
板
野
町
の
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方（
注
１
）

②�

要
介
護
認
定
審
査
時
の「
主
治
医
意
見

書
」ま
た
は「
認
定
調
査
票
」の「
日
常
生

活
自
立
度
」欄
に
一
定
以
上
の
記
載
が

あ
る
こ
と（
注
２
）

　
（
注
１
）　�

要
支
援
１
、
要
支
援
２
の
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
（
注
２
）　�

要
介
護
１
以
上
で
あ
っ
て
も

交
付
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
請
手
続
き

　
本
人
ま
た
は
親
族
が
申
請
書
を
福
祉
保

健
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
福

祉
保
健
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　
・
申
請
者
の
印
鑑　

　
・�

対
象
者
の
印
鑑（
申
請
者
と
対
象
者

が
異
な
る
場
合
）　

　
・
対
象
者
の「
介
護
保
険
被
保
険
者
証
」

　
・�

親
族
が
申
請
す
る
場
合
は
、
申
請
者

の
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

申
請
の
必
要
が
な
い
場
合

　
①�

す
で
に
同
程
度
の
障
害
区
分
に
該
当

す
る「
身
体
障
害
者
手
帳
」等
を
お
持

ち
の
方（
手
帳
の
提
示
に
よ
り
障
害

者
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
）

　
②�

本
人
、
扶
養
者
が
所
得
税
、
町
県
民

税
の
い
ず
れ
も
非
課
税
の
場
合

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
福
祉
保
健
課 

☎
六
七
二
ー
五
九
八
六

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付

～
介
護
予
防
教
室
の
ご
案
内
～

「
正
し
い
体
の
使
い
方
」～
い
つ

ま
で
も
元
気
に
過
ご
す
に
は
～
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種について
　高齢者用肺炎球菌ワクチン予防接種の平成29年度接種対象の方は、接種期限が３月31日となって
います。接種がまだの方で接種を希望する方は、期間内にお受けくだい。（期間内に接種できなかった
場合は全額自己負担になります。）

1、平成29年度接種対象者（ただし、接種時に板野町に住民登録がある方）
①　平成29年度に次の年齢になる方

年齢 対　象　年　月　日
65歳 昭和27年４月２日生　～　昭和28年４月１日生の方
70歳 昭和22年４月２日生　～　昭和23年４月１日生の方
75歳 昭和17年４月２日生　～　昭和18年４月１日生の方
80歳 昭和12年４月２日生　～　昭和13年４月１日生の方
85歳 昭和７年４月２日生　～　昭和８年４月１日生の方
90歳 昭和２年４月２日生　～　昭和３年４月１日生の方
95歳 大正11年４月２日生　～　大正12年４月１日生の方
100歳 大正６年４月２日生　～　大正７年４月１日生の方

②�　接種日において60歳以上65歳未満の方で心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全
ウイルスによる免疫の機能に障害を有する方→（福祉保健課へ申請が必要です。）

※�すでに一度でも高齢者用肺炎球菌ワクチンを接種されたことのある方は、再接種による注射部位の
疼痛・紅斑・硬結などの頻度や重症度が増すため定期接種の対象外となります。

※�高齢者用肺炎球菌ワクチンの予防接種は、平成26年10月から開始され平成30年度まで該当する 
年度に65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳･100歳となる方が１人１回対象となり平成
31年度からは、65歳のみが対象となります。

※�予防接種は予約制とします。予防接種を受けるときは県内の契約医療機関に電話予約してから高齢
者用肺炎球菌ワクチン予診票をもって受診してください。

※�高齢者用肺炎球菌ワクチンの予診票は、平成29年５月に今年度の対象の方に郵送しています。 
なくした方は、再発行いたしますので、福祉保健課へ申請してください。

2、接種料金：4,000 円（生活保護世帯に属する方は免除）

3、接種を受けることができる医療機関：県内の契約医療機関

お問い合わせ
役場福祉保健課　☎６７２－５９８６
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

お問い合わせ　役場税務課　☎６７２－５９８３

今月納期の
税金・保険料のお知らせ

　今月納期の税金・保険料は
　・後期高齢者医療保険料第７期 です。

納期限は２月28日（水）です。
納め忘れのないようお気をつけください。

※�税金・保険料は納期限を経過し督促状発付の日
から督促手数料がかかります。

　�また、納期限までに完納し
ない場合は、納期限の翌日
から納付の日までの日数に
応じ延滞金がかかります。

※�コンビニでも町税・使用料の
支払いができます。

野外焼却の禁止について
「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」　第16条の２（焼却禁止）

※�焼却施設を用いずに廃棄物を焼却処分する、いわゆる「野焼き」が問題になっていますが、野焼きは 
ダイオキシンの排出という面でも特に問題があります。

　 廃棄物処理法において、一部の例外を除き廃棄物の野外での焼却が禁止となっています。
　�この法律に違反した場合は、「５年以下の懲役若しくは1,000万円以下の罰金に処し又はこれを併科」と 

することが規定されています。
 ※�焼却炉を使用する場合、一定の構造基準を満たしていないものについては使用が禁止されています。 

家庭用の焼却炉のほとんどは、この構造基準を満たしていませんので使用しないようにお願いします。

●　例　外　規　定　●

1 国又は地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却
（例：河川管理者による河川管理を行うための伐採した草木等の焼却等）

2 震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害の予防、応急対策又は復旧のために必要な廃棄物の焼却
（例：凍霜害防止のための稲わらの焼却、災害時における木くずの焼却等）

3 風俗習慣上又は宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却
（例：どんど焼き、塔婆の供養焼却、正月の門松・しめ縄等をたく行事等）

4 農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却
（例：農業者が行う稲わら等の焼却、林業者が行う伐採した枝状等の焼却）

5 たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの
（例：たき火、キャンプファイヤーなどを行う際の木くず等の焼却）

　野外焼却の例外行為でも住宅密集地など地域の状況によって、周囲の環境衛生上問題となる場合もあるの
でできるだけ最小限にとどめ、資源化に取り組むようお願いします。（例： 落ち葉・剪定枝・稲ワラ等を堆肥に）

お問い合わせ　役場環境生活課　☎６７２－５９８７

町税の口座振替申込書の
ダウンロードについて

　口座振替の申込書が町のホームページでダウン
ロードできるようになりました。申請書をダウン
ロードして必要事項をご記入のうえ、各納期月15
日（ゆうちょ銀行を希望の場合は前月15日）必着
で、役場税務課へ郵送してください。

町税のお支払いは口座振替に!
便利です!…�納期ごとに金融機関などへお出かけい

ただく手間がなくなります。
確実です!…�うっかり納め忘れることがなくなります。
安全です!…�納税のために現金を持ち歩く必要が 

なくなります。

　詳しくは板野町ホームページ・税務課のページ
をご覧ください。
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

■ 加入対象者
　● 板野町に住んでいる方 （住民登録をしている方）
　● 板野町の企業、学校等に通勤、通学している方

■ 保険料
　₁口につき₁名あたり720 円
　※小中学生は板野町より₁口300円補助いたします。
　※₁人につき最大₂口までに限ります。

■ 受付期間
　平成30年₂月₅日（月）から₃月30日（金）まで
　※土・日・祝日を除く

平成30年₄月₁日に板野警察署と徳島北警察署が統合して徳島板野警察署となります。
○徳島板野警察署は、現・徳島北警察署を本庁舎として運用します。
○板野警察署庁舎には、統合後も引き続き、24時間体制で警察官が常駐し、事件・事故に対応します。
○統合後も、板野警察署庁舎で取り扱う主な窓口業務は、次のとおりです。

○統合後、風俗営業・銃砲刀剣類・火薬類・古物営業・警備業・探偵業などの許認可申請・届出業
務のほか、拾得物の返還手続は、徳島板野警察署本庁舎のみの取扱いとなります。

（お　問　い　合　わ　せ）　徳島県徳島市万代町₂丁目₅番地１ 徳島県警察本部
　　　　　　　　　警務課警察署再編整備等総合計画推進室 ☎622-3101

（警察署の連絡先）　板野警察署 ☎672-0110・徳島北警察署 ☎698-0110
（徳島県警察のホームページ）　https://www.police.pref.tokushima.jp/

■ 保険期間
　平成30年₄月₁日午前₀時から平成31年₃月31日
　午後12時まで

■ くわしくは、今月号の折り込みのチラシ
　（加入依頼書）をご確認ください。

お問い合わせ
役場総務課　☎672－5980

平成30年度　町民交通傷害保険加入者募集
〜ご家族で交通事故に備えましょう〜

～ 徳島県警察からのお知らせ～

取り扱う主な窓口業務
自動車運転免許証の更新申請・記載事項変更届出
自動車運転免許証の自主返納、運転経歴証明書の申請
原付免許試験
安全運転管理者に関する届出・管理者証の交付
自動車保管場所証明申請・交付、自動車保管場所標章申請・再交付申請・交付
道路使用許可申請・交付
車両の制限外積載等許可申請・交付、通行・駐車許可申請・交付
自動車運転代行業認定申請・交付・変更届出
警察安全相談
落とし物（遺失物・拾得物）の届出
被害届、交通事故の届出
※自動車運転免許証の更新申請等の業務、運転経歴証明書の申請や原付免許試験の業務は、運転免許センター（板

野郡松茂町）でも行っています。
※従前と同様、統合後も徳島中央警察署、徳島名西警察署・徳島板野警察署の本庁舎では、自動車運転免許証

の更新申請や原付免許試験の業務は行いませんので、運転免許センターほか、その他警察署（鳴門警察署を除
く。）等の窓口をご利用ください。
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう ●

入札結果をお知らせします
平成29年12月21日入札

番号 委　　託　　業　　務　　名 委託業務箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

1 平成29年度　板野わかば保育園保育室増設
工事設計監理業務 板野町大寺 木宮建築設計事務所 板野保育園 1,069,200円 73.88%

平成29年12月21日入札
番号 工　　事　　名 工事箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

1 平成29年　災害国補第39号　道路工事 板野町大坂
字川北 （株）金岡組 建設課 15,976,440円 87.95%

2 平成29年度　地方道路整備事業　道路工事 板野町那東
佐藤宅の所 小川土木（有） 建設課 10,582,920円 87.96%

３ 平成28年度（繰越）　社会資本整備総合
交付金事業　交差点改良工事

板野町大寺
第２分割 (有)築本土建 建設課 3,130,920円 87.06%

４ 平成29年度　社会資本整備総合交付金事業
　交差点改良工事

板野町大寺
第３分割 （有）幸神建設 建設課 12,049,560円 87.44%

５ 平成29年度　道路工事に伴う　老人ホーム
外構工事 板野町大寺 小山建設（有） 養護

老人ホーム 4,837,320円 86.97%

６ 平成29年度　ソフトパークいたの第１区画
舗装工事 板野町吹田 四国通建工事（株）産業課 3,852,360円 87.00%

７ 平成29年度　板野保育園保育室及び事務室
等改修工事 板野町大寺 （株）川内開発 板野保育園 12,052,800円 88.78%

８ 平成29年度板野町公共下水道
岡山路10工区舗装復旧工事 板野町大寺 (有)築本土建 下水道課 4,545,720円 87.14%

9 平成29年度板野町公共下水道
岡山路11工区舗装復旧工事 板野町大寺 （株）吉岡組 下水道課 6,622,560円 87.48%

10 平成29年度板野町公共下水道　
大坪2工区舗装復旧工事 板野町犬伏 （有）山本建設 下水道課 1,029,240円 86.64%

11 平成29年度板野町公共下水道　
大坪8工区管渠築造工事 板野町犬伏 小山建設（有） 下水道課 7,750,080円 87.51%

12 平成29年度板野町公共下水道　
大坪9工区管渠築造工事 板野町犬伏 三成建設（株） 下水道課 5,172,120円 87.55%

青少年健全育成板野町民会議　板野町子どもを守る会主催

『子どもを守る会＆
健康の館フェスティバル』
開催
　12月10日（日）健康の館で青少年の健全育成を目的
とし、23チーム116名の参加のもと「子どもを守る会
＆健康の館フェスティバル」が開催されました。
　オープニングセレモニーでは、板野ぴょん太チアダンス教室の元
気なダンスを披露しました。
　長なわとび大会は、₅分の間につまらずに跳んだ回数と跳んだ人数を掛け合
わせた得点を競い合いました。
長なわとび大会の順位
優　勝　いつメン    【₅人119回595点】
２　位　２年ピース 【₄人68回272点】
３　位　板野ぴょん太チアＡ 【₆人36回216点】

　引き続き、おみやげ拾いや、ボール運びなどの競技を楽しみ、最後に、子ど
もの部・大人の部に分けてつな引きをしました。どの子も一生懸命つなを引き、
また、大きな声で応援をして会場が一丸となり、活気に満ちていました。
　そして、皆さんお待ちかねの恒例健康の館フェスティバル名物のうどんを食
べ、お腹も満たされ、充実した１日となりました。

つな引き

長なわとび大会優勝 いつメン
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

●架空請求の魔の手が板野町にも続々と！
【事　　例①】
　　公的機関を騙

かた

る「総合消費料金未納訴訟最終告知のお知らせ」というハガキ!!
　　送られてきたハガキには法務省管轄支局からの通達などと書かれており、訴訟を

取り下げるにはすぐに連絡するように書いてある。この連絡先に連絡した方がよい
のか。

※アドバイス
　　「消費料金訴訟最終告知」のハガキは、昨年秋頃から板野町内にも多数送付され

ており、1月以降も非常に多くの相談がよせられています。連絡してしまうと弁
護士が対応するなどといい、手数料などを請求されたりします。

【事　　例②】
　　大手通販会社を騙る「未納料金請求」メール!!
　　携帯電話に「有料動画の未納料金が発生しております。本日中にご連絡なき場

合、法的手続きに移行します。アマゾン●● 03-○○○○-○○○○」と記載した
SMS（ショートメッセージサービス）が届いた。アマゾンを利用したことがある
ので連絡した方がよいのか。

※アドバイス
　　アマゾンAmazonやヤフーYahoo!を名乗る架空請求メールも、実在する業者からの連絡であるように

装っていますが、書かれている連絡先に連絡をしてしまうと、電話を切らせないようにして次々と不安を
あおり、プリペイドカード等ですぐに料金を支払うよう求められます。個人情報もさらに流出する恐れも
あります。

【ま　と　め】
　　このように、ハガキやショートメール（SMS）、電話などで、訴訟通達や未納

料金を督促されることは絶対にありません。書かれている連絡先（電話番号や
URL）をうのみにせず、確認することで架空請求業者かどうかを調べることも
できます。法務省や大手通販会社からも注意喚起の警告が出されています。

　　慌てずに落ち着いて対処しましょう。
【架空請求対応ポイント】
　・書かれてある電話番号に絶対に連絡しない
　・不当な請求には応じない
　・板野町消費生活相談所へ情報提供する。
●来所、電話、訪問での相談を受付けています。
〈相談受付時間〉　月曜日～金曜日　午前９時～午後３時
　　　　　　　　＊土・日・祝日・年末年始はお休みです。

12月の相談件数は62件でした。

　12月16日、文化の館視聴覚室でボランティアグループぽけ
っとによる恒例のクリスマス会が開かれま
した。バルーンでできた雪だるまがいっぱ
いの会場には約50名の参加者が、ペープサ
ートや絵本、紙芝居を楽しみました。最後
にはいろいろなバルーン作品をプレゼント
されました。 子ども達の大好きなバルーンづくり

お話会のクリスマス会

要注意

＊取り下げ最終期日 　平成30年１月17日
法務省管轄支局　消費者訴訟告知センター
東京都千代田区霞が関・・・・・・号
取り下げ等のお問合せ窓口　03－○○○－○○○
受付時間　９：00～ 20：00（日、祝日除く）

消費料金に関する
訴訟最終告知のお知らせ

　この度、ご通知致しましたのは、貴方の利用されていた契
約会社、もしくは運営会社側から契約不履行による民事訴訟
として、訴状が提出されました事を改めて告知致します。

　管理番号（わ）285訴訟取り下げ最終期日を経て訴訟
を開始させていただきます。また、このままご連絡なき場
合は、原告側の主張が全面的に受理され、執行官立ち合い
の下、給与等の差し押さえ及び、動産、不動産物の差し押
さえを強制的に執行させていただきますので裁判所執行官

による執行証書の交付を承諾していただく様お願い
致します。
　尚、訴訟取り下げなどのご相談につきましては、当局に
て承っておりますので下記までお問合せ下さい。書面での
通達となりますのでプライバシー保護の為、ご本人様から
ご連絡いただきます様お願い申し上げます。
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

平成30年度 犬の登録および狂犬病予防注射
　狂犬病予防法により、生後91日以上の犬については、生涯に₁回の登録（鑑札）と毎年₁回の狂犬病予防注射を
受けなければなりません。犬を飼っている方は、最寄りの場所で鑑札と予防注射を必ず受けてください。
　₁頭につき登録料金は3,000円、注射料金は3,000円です。釣り銭がいらないようご協力ください。
●平成30年度から巡回コースが大幅に変更されています！
＜日程表＞

　12月23日（土） 、板野町文化の館さくらホールで、「俳句王国がゆ
く」の公開収録が行われました。
　出演者の方が、町内のあすたむらんど徳島や藍染の工房に行き
俳句を考えていました。
　「即吟」のコーナーでは尾田達哉さん（吹田）が館長をされている
スポーツチャンバラ「禅心館」の皆さんに出演していただきました。
　また、東小学校₆年生の皆さんが事前に収録を行い、自分で考
えた俳句を披露したり自分の夢を語った映像が流れました。
　会場は大いに盛り上がりました。

※登録のみをご希望の方、または注射を別で済ませて注射済票の発行のみをご希望の方は、集合注射会場は混雑
　しますので役場窓口へお越しください。
※今回、都合により受けることができない場合は、₆月₁日(金)17：15～18：25に実施予定です。
　詳しくは 役場環境生活課 ☎672-5987までお問い合わせください。

４月26日（木） ４月27日（金）
町民センター前
吹田集会所
阿波大宮駅前
オリンポス集会所
大寺亀山神社
川端八幡神社
新田道了神社
田園パーク東駐車場

１０：００ ～ １０：２０
１０：３０ ～ １０：４５
１０：５５ ～ １１：０５
１１：１５ ～ １１：３５
１１：４５ ～ １２：０５
１３：００ ～ １３：２０
１３：３０ ～ １３：５０
１４：００ ～ １４：２０

町民ふれあいプラザ
地蔵寺前
矢武八幡神社
中久保老人憩の家
西中富老人ルーム
日出家老人憩の家
南公民館
古町会堂前
古城老人憩の家
香殿神社

１０：００ ～ １０：１５
１０：２５ ～ １０：４０
１０：５０ ～ １１：０５
１１：１５ ～ １１：３０
１１：４０ ～ １１：５０
１３：００ ～ １３：２０
１３：３０ ～ １３：５０
１４：００ ～ １４：１０
１４：２０ ～ １４：３０
１４：４０ ～ １５：００

スポーツチャンバラ「禅心館」の皆さん

　

文
化
財
防
火
デ
ー
に
ち
な
み
、
一
月

二
十
六
日
、
羅
漢
の
地
蔵
寺
五
百
羅
漢
堂

で
、
文
化
財
防
火
訓
練
が
あ
り
、
約
六
十

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
発
煙
機
着
火
、「
火
事
だ
ー
」の
掛
け
声

か
ら
、
一
一
九
番
通
報
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

に
よ
る
初
期
消
火
、
宝
物
搬
出
、
消
防
隊

に
よ
る
放
水
と
、
見
事
な
チ
ー
ム
プ
レ
ー

で
訓
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
消
防
署
か
ら
消
火
器
の
使
い

方
の
説
明
を
受
け
、
地
元
の
皆
さ
ん
十
数

人
が
消
火
実
習
を
体
験
し
ま
し
た
。

遺
産
を
守
れ
！

―
文
化
財
防
火
訓
練
―

公開収録
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

板野ぴょん太スポーツクラブ

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
2/1 2

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

3
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 

4 5 6
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

7
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

8
楽しいテニス

9
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
グラウンドゴルフ

10
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 
チアダンス教室（南公）

11 12 13
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

14
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

15
楽しいテニス

16
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

17
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室
チアダンス教室（南公） 

18 19 20
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

21
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

22
楽しいテニス

23
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

24
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室

25 26 27
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

28
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

3/1
楽しいテニス

2
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

3
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 
チアダンス教室（南公）

　12月10日（日）、町民センターで親子のクッキング教室を板野町ふるさと味づくり研究会との
共催で行いました。
　当日は、12組36名の親子が参加し、子どもたちはお父さんやお母さん
に手伝ってもらいながら、米粉を使ったスポンジケーキに楽しくデコレ
ーションをし、クリスマスケーキを作ることができました。

いろどり親子クッキング教室
～米粉のクリスマスケーキ作り～
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

お
は
な
し
会

日　

時　

二
月
十
七
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
二
時
三
十
分
～

会　

場　

文
化
の
館 

図
書
館

内　

容　

紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き

　
　
　
　

か
せ
無
料
で
す
。

新
し
く
は
い
る
本

玄
鳥
さ
り
て　
　
　

葉
室　

麟
／
著

焔（
ホ
ノ
オ
）　　

星
野　

智
幸
／
著

オ
ン
ナ
の
奥
義　

阿
川
佐
和
子
／
著

九
十
八
歳
に
な
っ
た
私

　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

治
／
著

刑
事
の
怒
り　
　
　

薬
丸　

岳
／
著

婚
約
迷
走
中　
　

群　

よ
う
こ
／
著

護
ら
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
へ

　
　
　
　
　
　
　

中
山　

七
里
／
著

英
龍
伝　
　
　
　

佐
々
木　

譲
／
著

竹
林
精
舎　
　
　

玄
侑　

宗
久
／
著

新
聞
記
者
は
、
せ
い
ぎ
の
味
方
？

　
　
　
　
　

み
う
ら　

か
れ
ん
／
作

と
も
だ
ち
の
や
く
そ
く

　
　
　
　
　

中
川　

ひ
ろ
た
か
／
作

看
護
師　

す
て
き
な
３
Ｋ

　
　
　
　
　
　

い
と
う　

み
く
／
作

に
ゃ
ん　

に
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

せ
な　

け
い
こ
／
訳

大
根
は
エ
ラ
イ　

久
住　

昌
之
／
作

漬
け
も
の
レ
シ
ピ（
仮
）

　
　
　
　
　
　

重
信　

初
江
／
監
修

基
本
の
洋
食　
　

主
婦
の
友
社
／
編

「
風
神
の
手
」

道
尾
　
秀
介
／ 

著

　

遺
影
専
門
の
写
真
館「
鏡
影
館
」が

あ
る
街
を
舞
台
に
し
た
、
朝
日
新
聞

連
載
の「
口
笛
鳥
」を
含
む
長
編
小
説
。

　

読
み
進
め
る
ご
と
に
出
来
事
の〈
意

味
〉が
反
転
し
な
が
ら
つ
な
が
っ
て
い

き
数
十
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
く
― 

。

　

道
尾
秀
介
に
し
か
描
け
な
い
世
界

観
の
傑
作
ミ
ス
テ
リ
ー
。

「
さ
よ
な
ら
、
お
ば
け
団
地
」

藤
重
　
ヒ
カ
ル
／ 

作

　

結
衣
た
ち
の
住
む
桜
が
谷
団
地
は

と
て
も
古
い
団
地
で
、み
ん
な
に「
お

ば
け
団
地
」と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
団
地
に
は
、
ち
ょ
っ
と
怖
い
う

わ
さ
話
が
あ
り
ま
し
た
。
消
え
て
し

ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
う
れ
い
だ

と
い
う「
お
く
り
っ
こ
」

　

で
も
ほ
ん
と
う
は
、
お
ば
け
や
ゆ

う
れ
い
よ
り
、
も
っ
と
ふ
し
ぎ
な
こ

と
が
お
き
て
い
た
の
で
す
。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

263

2月・3月の休館日　表中 
3月

　 　 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
2月

　 　 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28

日 月 火 水 木 金 土

※ ３ 月の月末整理日は31日となっております。

　

二
月
三
日
は「
節
分
」で
し
た
。

　

昔
か
ら
節
分
の
日
に
は
、
無

病
息
災
を
願
っ
て
豆
を
ま
い
た

り
、
柊
の
枝
に
鰯
の
頭
を
刺
し

た
柊
鰯
を
玄
関
に
飾
り
、
厄
払

い
を
す
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
節
分
の
夜
に
恵

方
巻
き
を
そ
の
年
の
恵
方
に
向

か
っ
て
、
無
言
で
食
べ
る
こ
と

も
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
、

今
年
一
年
の
無
病
息
災
を
願
っ

て
豆
や
恵
方
巻
き
を
食
べ
ま
し

た
か
。

　板野町社会福祉協議会に「くらしサポートセ
ンター」を開設しております

◇相談内容◇
・長く引きこもり状態が続いている
・社会へのかかわりに不安がある
・働きたいが高齢などの理由で、なかなか仕事が見つからない
・悩むばかりで、どこに相談したらいいかわからない

〈相談のながれ〉
　まずは、困っていることを話してください。相談内容から適
切な対応方法を判断します。
　生活の状況と課題を一緒に分析し、必要な解決策をさぐって
いきます。
　相談内容により、適切な対応ができる他の専門機関につなが
るよう、あなたを支援します。
受付時間　月～金曜日午前₉時～午後₅時
　　　　　（土・日・祝・年末年始をのぞく）
お問い合わせ　くらしサポートセンター板野
　　　　　　　（板野町社会福祉協議会内）　☎672－0051

～生活の困りごと、ひとりで抱え込
まずに、まずはご相談ください～

　とくしま地産地消推進協議会では、徳島東部地
域定住自立圏域12市町村（徳島市、小松島市、勝
浦町、上勝町、佐那河内村、石井町、神山町、松
茂町、北島町、藍住町、板野町、上板町）の地場
産食材の利用拡大を図り、地産地消を推進するた
め、「とくしまＩＰＰＩＮ店」を募集しています。
　申請には、12市町村の農林水産物を使用した
商品を提供していることが必要です。詳しくは、
板野町ホームページをご
覧ください。
お問い合わせ
徳島市農林水産課
☎ 621－5246

とくしま
IPPIN店を募集
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●
　

昨
年
十
二
月
十
二
日（
火
）、
那

東
老
人
憩い
こ
いの

家
で
、
老
人
長
寿
つ

く
し
会
の
例
会
が
開
か
れ
た
。
私

も
豊
村
啓
輔
会
長
か
ら
要
請
さ
れ

参
会
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
老
人
会
の

行
事
な
ど
熱
心
な
打
ち
合
わ
せ
の

後
、
毎
月
恒
例
の
講
話
が
あ
る
。

　

こ
の
た
び
こ
の
講
話
で
、
か
つ

て
那
東
を
水
害
か
ら
守
る
た
め

挑い
ど

ん
だ
話
が
、
近
藤
昌ま

さ
の
り憲

さ
ん

（
八
十
五
歳
）か
ら
あ
っ
た
の
で
、

拝
聴
す
る
機チ
ャ
ン
ス会

を
え
た
。

　

今
回
そ
の
折
の
講
話
を
中
心

に
、
そ
の
苦
闘
の
歴
史
を
辿
っ
て

み
た
い
。

　

板
野
町
那
東
の
村
は
、
村
の
西

側
を
流
れ
る
天て
ん
じ
ょ
う

井
川
の
黒
谷
川

と
、
同
じ
く
東
側
を
流
れ
る
松
谷

川
に
は
さ
ま
れ
、扇せ
ん
じ
ょ
う
ち

状
地
と
な
り
、

か
つ
て
は
よ
く
水
害
に
見み

舞ま

わ
れ

た
。

　
『
日
本
地
名
辞
書
』（
角
川
書
店

刊
） 「
徳
島
県
版
」の
、「
那
東
」の

項
に
よ
る
と
、

　
「
板
野
郡
村
誌
」に
は「
水
乏と
ぼ

シ

ク
日に

干で
り

ニ
苦
シ
ム
、
降こ

う

雨う

ノ
節
ハ

谷
水
及
お
よ
び

吉
野
川
水
溢あ

ふ

レ
、
為た

め

ニ

作
物
傷
害
多
シ
」と
あ
り
、
や
せ

地
で
耕
す
農
民
の
苦
労
が
う
か

が
え
る
。

　

と
も
記
さ
れ
、
古
く
か
ら
水

害
は
、
こ
の
地
方
の
農
民
の
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
判わ
か

る
。

　
「
那な

東と
う

」と
い
う
村
の
名
は
、

同
じ
地
名
大
辞
典
に
よ
る
と
、

「
湊み
な
と」の

頭
音「
み
」が
省
略
さ
れ

て「
な
と
」と
な
り
、「
那
東
」と

な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
か

つ
て
阿
波
の
古
代
に
は
、
旧
吉

野
川
を
逆さ
か

の
ぼ
り
、
那
東
の
南
周

辺
の
地
ま
で
入い
り
う
み海

と
な
っ
て
い
た

と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
那
東
地

区
の
南
側
は
、低
地
だ
っ
た
の
で
、

こ
の
説
も
う
な
づ
け
る
。
そ
の
低

地
を
耕
作
す
る
地
元
民
も
大
変
だ

っ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
説
は
、
古
代
板

野
地
方
の
中
心
地「
郡こ
う

頭ず

」駅
の

「
頭あ
た
ま」と

、「
東ひ

が
し」の

音
読
が「
と
う
」

と
読
ま
れ
、
ま
た「
郡
」と「
那
」の

字
形
が
、似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

か
つ
て「
那な

東と
う

」が
郡
頭
で
、
そ
の

地
名
と
も
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ

る
。
い
ず
れ
も『
板
野
町
史
』に
も

載の

っ
て
い
る
。

　

板
野
町
那
東
は
、
阿
讃
山
脈
の

ふ
も
と
の
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
四

番
札
所
大
日
寺
の
奥
山
を
源
流
と

し
た
黒
谷
川
、
そ
し
て
キ
ビ
ガ
谷

の
奥
山
を
源
流
と
し
た
松
谷
川
に

は
さ
ま
れ
た
村
落
だ
。

　

ふ
た
つ
の
川
は
南
流
し
、
那
東

の
南
を
東
西
に
流
れ
る
、
黒
谷
川

に
そ
そ
い
で
い
る
。
黒
谷
川
は
か

つ
て
の
吉
野
川
に
流
れ
こ
ん
で
い

る
。

　

こ
の
両
川
に
は
さ
ま
れ
、
そ
の

間
の
那
東
の
集
落
は
、
盆
地
の
よ

う
な
状
態
だ
と
い
え
る
。

　

そ
の
両
川
が
天て
ん
じ
ょ
う

井
川
な
の
で
、

大
雨
な
ど
で
谷
川
か
ら
あ
ふ
れ
た

谷
水
は
、
盆
地
状
態
の
那
東
の
集

落
に
注そ
そ

ぎ
こ
む
し
か
、
流
路
が
な

い
。

　

と
く
に
松
谷
川
は
、
そ
の
流
路

が
那
東
愛
染
院（
通
称
お
不
動
さ

ん
）の
西
側
で
、
東
側
に
曲
が
っ

て
い
る
。

　

通
常
の
川
の
流
れ
か
ら
す
る

と
、
松
谷
川
の
谷
水
は
、
東
に
曲

が
り
き
れ
ず
、
那
東
の
集
落
に
流

れ
こ
む
地
形
と
な
り
、
真
っ
す
ぐ

に
流
れ
こ
む
と
考
え
ら
れ
る
。
松

谷
川
が
天
井
川
で
あ
れ
ば
、
な
お

さ
ら
そ
う
流
れ
る
の
は
当
然
の
こ

と
だ
。

　

古
い
に
し
えよ
り
こ
の
両
川
で
村
人
は
、

水
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
筈
だ
。

　

近
年
に
も
、
大
雨
と
な
る
と
、

天
井
川
の
松
谷
川
の
谷
水
が
県
道

に
あ
ふ
れ
、
流
れ
こ
ん
だ
。
田
畑

に
水
が
あ
ふ
れ
、
ゴ
ミ
や
芥あ
く
たで

埋う
ま

っ
た
。
山
か
ら
の
土
砂
が
田
畑
を

埋
め
た
。

　

大
正
十
二（
一
九
二
三
）年
鉄
道

鍛か

じ

や
冶
屋
原ば

ら

線
が
、
集
落
の
南
に
土

手
を
作
り
敷
設
さ
れ
、
線
路
が
東

西
に
走
っ
た
。
両
川
の
水
路
を
ふ

さ
ぐ
形
と
も
な
っ
た
。
地
元
民
の

悩
み
は
水
害
だ
っ
た
。
那
東
の
村

人
は
こ
れ
ら
の
水
害
に
立
ち
向
か

っ
た
。

　

ま
ず
徳
島
高
速
道
建
設
工
事
に

伴と
も
ない

、
要
望
を
出
し
、
黒
谷
川
の

拡
幅
工
事
を
達
成
し
た
。
川
幅
一

メ
ー
ト
ル
を
二
メ
ー
ト
ル
と
し

た
。
三
年
か
か
っ
た
。

　

こ
れ
で
ほ
ぼ
洪
水
は
解
消
し
た

と
い
う
。

　

天
井
川
の
松
谷
川
は
、
徳
島

県
の
進
め
た
あ
さ
ん
・
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ア
ル
パ
ー
ク
計
画
実
施
に
伴

い
、
要
望
を
出
し
、
終
局
的
に
川

幅
が
ひ
ろ
が
り
、
川
底
も
二
メ
ー

ト
ル
下
げ
た
。
地
元
議
員
、町
長
、

地
元
民
が
行
政
を
動
か
し
た
。
す

で
に
工
事
は
十
年
経
過
し
て
い
る
。

　

那
東
老
人
つ
く
し
会
の
講
話

で
、
こ
う
し
た
地
元
の
話
が
あ
っ

た
。

　

最
近
那
東
で
の
水
害
の
話
は
、

聞
い
て
い
な
い
。
先
人
の
貴
い
努

力
に
敬
服
す
る
の
み
だ
。

那
東
を
水
害
か
ら
守
る松谷川改修後の土手の風景

八
十
三
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう ●

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

親 

の 

氏 

名

子 

の 

名

住
　
所

性 

別

三
　
橋
　
英
　
城

・

裕
　
美

千セ
ン

華カ

大

寺

女

村
　
木
　
俊
　
介

・

有
　
沙

悠ハ
ル

大

寺

男

林
　
田
　
知
　
也

・

真
　
里

充ミ
ツ

生キ

下

庄

男

佐
々
木
　
　
　
涼

・

美
沙
子

湊ミ
ナ

人ト

大

寺

男

髙
　
倉
　
拓
　
生

・

由
　
佳

彪コ

太タ

郎ロ
ウ

西
中
富

男

近
　
藤
　
浩
　
輝

・

由
花
理

千チ

秋ア
キ

那

東

女

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
　
　
名

年
　
齢

住
　
所

増

　

原

　

秀

　

夫

88

那

東

髙

　

原

　

直

　

之

88

那

東

西

　

原

　

美

千

代

75

古

城

吉

　

田

　

直

　

行

69

川

端

松

　

田

　

　

　

勉

75

吹

田

漆

　

原

　

マ

サ

子

79

大

寺

日

　

下

　

和

　

子

84

川

端

松

　

長

　

　

　

清

88

西
中
富

葊

　

瀨

　

速

　

男

87

川

端

河

　

野

　

芳

　

明

71

那

東

山

　

田

　

久

　

美

86

古

城

濱

　

田

　

武

　

夫

85

大

寺

本

　

地

　

新

　

平

90

川

端

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

夫 

の 

氏 

名

住
　
所

妻 

の 

氏 

名

住
　
所

田
　
村
　
工
　
亮

大

寺

中
　
原
　
　
　
舞

藍
住
町

岩
　
塚
　
哲
　
哉

古

城

川
　
原
　
章
　
代

古

城

黒
　
田
　
英
　
希

西
中
富

高
　
志
　
真
　
澄

西
中
富

東地区 西地区 南地区 合　計 前月比

男 3,626 1,239 1,673 6,538 △ 11

女 3,988 1,343 1,727 7,058 13

合　計 7,614 2,582 3,400 13,596 2

世　帯 3,213 1,038 1,348 5,599 4

人口のうごき

平
成
30
年
１
月
25
日
現
在

★日　時：₂月２３日（金）午後７時３０分〜
★種　目：ラージ卓球・ソフトバレー
★場　所：田園パーク健康の館アリーナ内
※参加無料　※準備物：室内シューズ
※町広報のため写真等を撮影することをご了承ください。
※ラケットには限りがございますので、ラケットをお持ちの方は

ご持参ください。

ファミリースポーツの
ご案内

●お問い合わせ● 板野町教育委員会 ☎672-0136
　　　　　　　　 板野町健康の館　 ☎672-3333

なぞなぞ問題：
　おじいちゃんと一緒に作るアイスってな～に？
　（答えは次回のファミリースポーツの広報に掲載します。）
☆（₁月）なぞなぞ問題のこたえ☆
　カレンダーをみたとき、必ず上に15（イチゴ）がのっているから。
　（ショートケーキの日というのがあります。それは、毎月22日です。

なぜ、22日がショートケーキの日なのでしょう）

2月2月

【日　　時】₃月₄日（日）
【受　　付】午前₉時より
【開　　会】午前₉時30分
【会　　場】板野町田園パーク
　　　　　健康の館アリーナ

【対　　象】中学生以上
【参　加　料】無料
【お問い合わせ】
　板野町教育委員会
　☎672―0136
※体育館用シューズ・ラケットを用意し

てご参加ください。

第40回
町民ソフトテニス
大会
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ca
le

nd
ar

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

５

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

６

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

７

水

２
歳
児
歯
科
健
康
診
査(

町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

8

木

9

金

10

土

11

日

建
国
記
念
の
日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

12

月

振
替
休
日

13

火

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

14

水

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

心
配
ご
と
行
政
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

巡
回
職
業
相
談（
東
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

15

木

１
歳
６
ヶ
月
児
健
康
診
査(

町
民
セ
ン
タ
ー)　

受
付
午
後
１
時
～
午
後
１
時
30
分

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

１

木

２

金

３

土

４

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

５

月

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

６

火

啓
蟄

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

７

水

幼
児
聴
力
検
査（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
９
時
～
午
前
９
時
15
分

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

8

木

9

金

10

土

2

3

月

月
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

担
当
時
間

　

平
日
：
18
時
～
22
時

　

休
日
：
９
時
〜
22
時

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院
（
全
日
対
応
で
す
が
、
確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
整
形
外
科
病
院
（
水
曜
日
・
土
曜
日 

受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、
変
更
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
電
話

し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

当
番
医

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

16

金

17

土

お
話
し
会（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　

午
後
２
時
30
分
～
３
時

18

日

資
源
ご
み･
大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

19

月

雨
水

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

20

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

21

水

若
い
世
代
の
血
糖
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
２
時
30
分
ま
で
）

22

木

乳
児
健
康
診
査（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

23

金

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ　

ラ
ー
ジ
卓
球
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー（
健
康
の
館
）　

午
後
７
時
30
分
～

24

土

25

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

26

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

27

火

28

水

心
配
ご
と
交
通
事
故
・
一
般
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

2 月
５

月

西
條
耳
鼻
咽
喉
科
藍
住
町

6
9
2

–

8
7
1
1

６

火

富
本
小
児
科
内
科
藍
住
町

6
9
2

–

7
2
2
8

７

水

中
山
産
婦
人
科
藍
住
町

6
9
2

–

0
3
3
3

８

木

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

オ

ク

ム

ラ
藍
住
町

6
9
2

–

4
7
7
1

9

金

き
は
ら
耳
鼻

咽
喉
科
医
院
藍
住
町

6
9
3

–

0
0
8
7

10

土

安

芸

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

6
1
1
1

11

日

吉
野
川
病
院
北
島
町

6
9
8

–

6
1
1
1

12

月

北
島
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
7

–

2
2
2
1

13

火

近
藤
外
科
内
科
藍
住
町

6
9
3

–

1
1
8
8

14

水

こ
や
ま
小
児
科

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
3
7

–

3
2
1
1

15

木

大
久
保
内
科
藍
住
町

6
9
2

–

1
2
2
0

16

金

杉
み
ね
整
形

ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
9
3

–

1
0
2
1

17

土

清

水

内

科
藍
住
町

6
9
2

–

8
9
0
0

18

日

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

5
1
5
7

19

月

増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
9
3

–

3
0
2
0

20

火

小
松
泌
尿
器
科
藍
住
町

6
9
2

–

1
2
7
7

21

水

竹

本

内

科
板
野
町

6
7
2

–

0
1
7
4

22

木

井

上

病

院
板
野
町

6
7
2

–

1
1
8
5

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

2 月
23

金

三

愛

内

科
板
野
町

6
7
2

–

0
1
7
6

24

土

あ
い
ず
み
皮
ふ
科
藍
住
町

6
9
2

–

9
2
1
1

25

日

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク
北
島
町

6
9
8

–

8
6
5
5

26

月

福

島

内

科
板
野
町

6
7
2

–

4
9
7
0

27

火

新

野

医

院
板
野
町

6
7
2

–

0
5
7
1

28

水

近
藤
内
科
医
院
板
野
町

6
7
2

–

5
6
3
0

3 月
１

木

フ
ァ
ミ
リ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
し
ん
の

板
野
町

6
7
2

–

5
1
4
8

２

金

み

や

ざ

き

内
科
診
療
所
板
野
町

6
7
2

–

6
6
1
8

３

土

奥

村

医

院
藍
住
町

6
9
2

–

2
4
0
3

４

日

片

山

医

院
北
島
町

6
9
8

–

2
6
2
5

５

月

井

内

内

科
上
板
町

6
9
4

–

5
3
5
3

６

火

野
田
（
泰
）
医
院
上
板
町

6
9
4

–

2
0
0
9

７

水

野
田
（
五
）
医
院
上
板
町

6
9
4

–

2
0
0
8

８

木

友

成

医

院
上
板
町

6
9
4

–

5
5
1
5

9

金

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町

6
3
7

–

6
0
6
6

10

土

山
田
眼
科
藍
住
藍
住
町

6
9
2

–

8
1
1
8
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

　

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日
お
昼

の
給
食
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。｢

に
ん

じ
ん｣｢

び
ん
び｣

な
ど
覚
え
た
ば
か
り
の

言
葉
が
、
給
食
の
時
間
に
聞
こ
え
て
き
た

り
、｢

お
い
し
い
ね｣

と
保
育
士
や
友
だ
ち

と
顔
を
見
合
わ
せ
た
り
し
な
が
ら
、
楽
し

く
食
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

入
園
当
初
は
、
咀
嚼
が
十
分
に
で
き
な

い
の
で
、
調
理
師
が
小
さ
く
刻
ん
だ
り
、

や
わ
ら
か
く
し
た
り
し
て
、
少
し
ず
つ

色
々
な
物
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

板
野
郡
チ
ー
ム

　
総
合
成
績
　
　
第
五
位

　
女
子
総
合
　
　
第
四
位

　
中
学
生
総
合
　
第
三
位

　

お
正
月
恒
例
の
徳
島
駅
伝
は
、
一
月

四
・
五
・
六
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
県
内

全
域
を
巡
る
四
十
三
区
間
、
二
百
五
十

六
・
八
キ
ロ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
板
野

郡
チ
ー
ム
は
、
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
一
丸

と
な
り
、
総
合
成
績
第
五
位
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
総
合
で
は
第

四
位
、
中
学
生
総
合
で
は
、
第
三
位
と

い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

【
板
野
町
か
ら
の
出
場
者
】（
敬
称
略
）

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
・
競
技
者

　

辻つ
じ　
　

修し
ゅ
う

二じ（
西
中
富
）

（
株
）大
塚
製
薬
工
場

コ
ー
チ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　

尾お

田だ　

智と
も

紀き（
吹
田
）

板
野
西
部
消
防
組
合

競
技
者

　

大お
お

磯い
そ　
　

彩あ
や（
唐
園
）鳴

門
高
校
二
年

　

村む
ら

田た　

雄ゆ
う

成せ
い（

古
城
）板

野
中
学
校
二
年

　

先
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
仕
様
の
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
ラ
ン
チ
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
と
違
う
給

食
に
、
目
を
輝
か
せ
る
子
ど
も
た
ち
。
盛

り
つ
け
の
工
夫
で
、
い
つ
も
は
苦
手
な
野

菜
も
自
分
か
ら
口
に
運
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

本
園
で
は
、
食
育
を
通
し
て
、
調
理

師
・
栄
養
士
・
保
育
士
等
で
連
携
を
と
り

な
が
ら
様
々
な
食
材
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
健
康
で
丈
夫
な
体
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

吉よ
し

岡お
か　

な
み
な（
大
寺
）

板
野
中
学
校
一
年

強
化
選
手

　

坂さ
か

井い　

杏き
ょ
う
す
け輔（

川
端
）板

野
中
学
校
二
年

【
玉
井
町
長
が
小
学
生
特
別
区
間
の

 

ス
タ
ー
タ
ー
に
】

　

第
二
日
の
一
月
五
日
、
前
回
に
続
い

て
小
学
生
特
別
区
間
が
設
け
け
ら
れ
、

男
子
が
板
野
西
部
消
防
署
前
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
玉
井
町
長
が
ス
タ
ー
タ
ー

を
務
め
ま
し
た
。

「
き
ゅ
う
し
ょ
く
だ
ー
い
す
き
」

板
野
わ
か
ば
保
育
園

第
六
十
四
回
徳
島
駅
伝
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